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埋めて，曲節全体を整える効用を発揮する。　「離子ことば」に伝統的な隠語や方言が入り組まれ
ると，独特の親愛感が表現されて，唄に清新澄刺の妙味が増幅されるに至る。新潟県には魅力的
な方言が豊富であるし，また，そのまま離子にも採られても好い格好の唄も見られる。
　竺踊り踊るならシナよく踊れ　シナのよい娘を嫁にする　　「ひぜん（折癬）かさ（瘡毒）か
　　　　　　く　　　　なお　　きは三年来りゃ治る　お前ジャコ（庖瘡）ヅラいつ治る　「ハ（張）ラセェナー　ハラセエ
　　ナー　張れば取る張らねば取らん提灯（ちょうちん）屋　張ってならんは親の頭（アタマ）
　良寛の作とされている俳句に　　手拭ぐひで年をかくすや盆踊り　　いざさらば暑さ忘れて盆
踊り　があるが，2句ともとても民謡風作曲の離子には馴染まず
　竺佐渡のチャ（茶）は飲まれんチャ　越後のガン（雁）は食われんガン　　を曲尾のハヤシと
して採り，このうたに関連する「チャ」を用いて編作したハヤシを曲首にあしらつて作曲した。
而して数多い良寛の短歌の中から，盆踊りを内容とする4首限りの詠首を探し出し，いささか表
現内容の順序を考察して並べ，「盆踊り　4首」として楽譜のようにまとめた。
　「ま　り　つ　き（1）　　長歌と短歌2首」　「手毬をよめる」の題でこの長歌が詠まれ，
反歌には「まりつき」の歌20篇を下らぬ数多い短歌の中で，代表的とされている
　　・かすみたつ長き春日を子供らと　手まりつきつつけふも暮らしつ
が添えられているのである。これには部分的に異同が見られ，「長き」は「ながき」に，「手ま
りつきつつ」を「手まりつきつき」とあるのもある。また「今日（けふ）も」を「この日」とし
たのも見える。私はこの反歌に加えるに
　　・この宮の森の木下に子供らと　手まりつきつつ暮らしぬるかな
をもってした。これも「暮らしぬるかな」が「暮らしつるかも」となったものもある。いずれに
してもこの2首がニューアソス，ひびきが共通していると思うのである。良寛はよほど「まりつ
き」が好きで，「おもう，われこそ妙手（名人）等匹（比類）なし」と誇って書いた文もある。
良寛と子供らが「まりつき」に興じている情景は，良寛の生涯とは絶対に切り離せぬものとして
絵に描かれている。「まりつき」こそ純真無垢，童心さながらの良寛の姿である。
　長歌の表現は独唱・斉唱とし，歌詞の内容に伴なうテンポ，強弱につき表現の変化が期待され
るし，また反歌2首の表現は，独唱と斉唱が山彦のように，柔かく親しく呼び合う情緒を大切に
し，短音階と陰音階のミックスした旋法により，曲想全体をまとめた。
　「ま　り　つ　き（皿）　4首」
　　・つきてみよひふみよいむなやここのとを　とをとをさめてまたはじまるを
良寛が貞心尼に或る道理を教え諭すのに，この短歌を与えたとも言われる。次の
　　・うたやよまむてまりやつかむ野にや出でむ　心ひとつを定めかねつも
　　　　　　　　　はちす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・とともに，貞心尼の「蓮の露」に収められた短歌。第2首は「うたもよまむ手毬もつかむ野にも
いでむ……」とするうたもあるが，私は前記を採った。
　　・さすたけのきみがおくりしにひまりを　つきてかぞえてこのひくらしつ
これには「てまりひとつ　おむおくりくだされうれしくそ　むじまひらせ候」の添書きがあり，
「二月廿日1ちきりや　良寛」と添えられてある。「地蔵堂といふ地にゆきて」の詞書のある
　　・この里にてまりつきつつ子供らと　遊ぶ春日は暮れずともよし
を加え，4首を一つの旋律に収め，全体をわらべ唄風の陽音階（陽旋法）でまとめた。（昭和58
年11月11・晩秋好日稿）　　　「盆踊り　4首」　「まりつき（1）」　「まりつき（皿）」　初演
　　　　　　　　　　　　　昭和57年8月1日（日）新潟青陵女子短期大学第2回公開講座
